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議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！
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一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 
分野ごとに委員会があって、
それぞれの分野に関係した
議案や請願などを

詳しく審査しているよ！

 

議会を調べよう！

次回の12月定例会は

12月１日開会予定
会期日程等は11月28日頃内定します。

委員会は何をする
ところなの？

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）　11/16～11/21、12/2～12/5、12/16～12/20、12/28～12/31
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）
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●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

　涼やかな風が心地よい季節となりました。みなさまの
地域でも秋まつりや、運動会、文化祭など、行事が目白押
しのことと思います。しばらく振りにイベントを再開さ
れる方、また参加される方も多いのではないでしょうか。
地域住民全体で盛り上げる企画には、それぞれに特徴が
あり、とても興味深いものがあります。行った先々に
は、朝から一日中滞在していても居心地がよい時間が流
れています。でもそう長くはいられないこともあり、後
ろ髪を引かれつつ、後にすることもしばしば。
　まちなかと山間地域の両方を楽しむことができるの
も、飯能のよいところと思います。この秋も日常の慌た
だしさから解放される居場所を求めて出かけてみたいと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

広報委員　委員長　パタソンひとみ　副委員長　栗原　義幸
　　　　　委　員　長谷川順子　関田　直子
　　　　　　　　　滝沢　　修　野田　直人

　地域子育て支援拠点いるかひろば。西
川材の木のぬくもりを感じる室内で思い
っきり遊ぶこどもたち。その様子を見守
るママと親子に寄り添うスタッフのみな
さん。ほっとするやさしい時間に心が癒
されます。　　　　　　　　　  （長谷川）



令和４年度

▼反対の立場

▼賛成の立場

84億5,099万2,240円

5,726万4,327円

6,658万6,377円

5億294万5,199円

3億2,577万6,147円

2億3,575万6,761円

5億3,394万614円

67億2,569万7,130円

11億7,315万2,254円

5,156万7,551円

16億9,978万640円

9億4,624万591円

17億5,482万8,518円

16億667万317円
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令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度令和４年度

公営企業会計

 

歳　入

収　入

歳　出

支　出

水道事業 
収益的

資本的

収益的

資本的
下水道事業 

特別会計

特別会計・公営企業会計も全て　    　     しました。

　業務の外部委託により、行政改
革を進めることは大変重要なこと
であること、マイナンバーカード
は市民の７割の方が取得してお
り、利便性が大きく向上している
こと等から賛成する。

　個人情報の管理は自治体の一番
の仕事のため市民課の窓口業務の
民間委託は認められないこと、マ
イナンバーカードの発行事務は根
本からの総点検を行うべきである
こと等から反対する。

討　論

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（南高麗診療所勘定）

国民健康保険（名栗診療所勘定）

笠縫土地区画整理

双柳南部土地区画整理

岩沢北部土地区画整理

岩沢南部土地区画整理

介護保険

後期高齢者医療

訪問看護ステーション

86億2,401万9,084円

6,521万5,650円

7,443万9,223円

5億5,604万4,733円

3億8,194万7,574円

2億6,035万5,423円

5億6,683万516円

69億7,949万6,930円

11億7,793万9,673円

5,594万8,952円

18億8,841万1,381円

2億9,764万1,366円

18億7,665万9,458円

12億297万7,720円

一般会計歳入決算
333億9,255万9,417円
※割合（％）は端数調整しています。

一般会計歳出決算
313億3,884万5,624円
※割合（％）は端数調整しています。

　今定例会に市長から提出された令和４年度一般会計、特別
会計及び公営企業会計の決算について、歳入・歳出が正しく
行われたか慎重に審査し、本会議、委員会でいずれも認定い
たしました。
　主な内容は次のとおりです。

国庫支出金
19.1％

地方交付税
14.7％

地方消費税交付金
5.6％

市税
37.0％

総務費
12.2％

教育費
9.5％

民生費
38.9％

土木費
11.3％

公債費
9.6％

衛生費
9.3％

農林水産業費 1.2％
議会費 0.7％
災害復旧費  0.3％

労働費  0.0％商工費  2.9％
消防費  4.1％

その他 5.0％
繰入金 1.4％
諸収入 2.5％
市債 4.2％
繰越金
5.1％
県支出金 
5.4％



令和４年度歳入歳出決算の審査!!

令和4年度市税状況は？

女性相談の現状は？

介護予防の取り組みと成果は？

新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付
金の総額と事業費総額は？

児童相談事業の現状は？

軽減施策の状況は？

漏水工事による有収率の変化は？

事業実績と地域経済への波及効果は？

介護会計

国保会計

一般会計

水道事業会計

児童 の現状は？

●３　もっとはんのう市議会　令和5（2023）年11月１日　No.169

令和4年度市税状況は？令和4年度市税状況は？令和4年度市税状況は？
市税収入額は、約123億５千万円。前年度比市税収入額は、約123億５千
約３億７千万円、3.1%の増。構成比の大きい
固定資産税と市民税の増収が大きく影響した。

女性相談の現状は？女性相談の現状は？
令和４年度の相談件数は430件で増加傾向。
男女、夫婦、家庭、DV等、女性が抱える様々
な問題に専門の女性相談員２名と市職員が幅
広く応じている。

介護予防の取り組みと成果は？介護予防の取り組みと成果は？
介護予防教室げんきかや、むーまいきいき体
操、介護予防サークルなど市内73か所で実
施。介護度が比較的軽度の方の割合が高く
なっている。

新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付
金の総額と事業費総額は？金の総額と事業費総額は？
総額約６億３千万円を受入れ、感染症対策や
物価高騰対策に取り組んだ。一般財源を投入
した事業費総額は約６億６千万円。

児童相談事業の現状は？児童相談談事事業の現状は？児童相談談事業の現状は？
数は406件。ほとん令和４年度の初回相談件数

どが継続支援に繋がっており、ケースワー
カー２名、家庭児童相談員４名、子育て総合
センターが連携して対応している。

軽減施策の状況は？軽減施策の状況は？
県内で税率を統一していく過程で本市独自の
減免施策を行うと一時的に税率上昇を招く一
因となり、減免に該当しない世帯には更なる
負担の増加となるため実施はしていない。

事業実績と地域経済への波及効果は？事業実績と地域経済への波及効果は？事業実績と地域経済への波及効果は？
令和４年度の売り上げは昨年度から約１千万
円増の約１億５千万円。地元農林産物の販
売、市内在住者の雇用、市内事業者からの仕
入れなど地域経済の活性化に取り組んだ。

の変化は？の変化は？漏水工事による有収率の漏水工事による有収率の
令和４年度の有収率は86.8%。前年度より0.9令和４年度の有収率は
ポイント上昇した。漏水等修繕工事の早期対
応、２次被害の防止に努めている。

新型コロナウイルス
緊急経済対策

市税収入額は
前年度比3.1%の増

女性相談員による
相談体制の充実

家庭児童相談室に
おける児童相談

ノーラ名栗の事業
実績と地域経済への
波及効果

国保軽減施策の状況

介護予防の
取り組みと成果

漏水工事により
有収率がアップ
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議案の審議 議案に対し大綱（根本的な事柄）で
審議します。

９月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議決

補助金の内容は？

事業の内容は？

支援金の内容は？

基金の現在高と保険料の考え方は？

●もっとはんのう市議会　令和5（2023）年11月１日　No.169　４

　　議会は、９月１日から９月２６日までの２６日間開かれ、市長提出議案２１件、
請願２件、議員提出議案２件、その他２件について審議等を行い、全て　　しました。
９月議会で議決した主な議案は、次のとおりです。

全ての議案はこちらから

補助金の内容は？補助金の内容は？補助金の内容は？
小・中学生と65歳以上の方を対象とし、自転車用ヘルメットの購
入に上限2,000円を補助するもの。※SGマークなど、認証機関に
より安全が確認されている標記があるものを原則対象とする。
※一般財団法人製品安全協会が製品の安全性を確認したもの。

事業の内容は？事業の内容は？事業の内容は？
困難な状況を抱え孤立している学齢期以降の子どもたちが、家庭
や学校以外で安心して過ごせる居場所を創設するもの。専門的な
支援者を配置し、概ね11月頃から当初は週２回程度、総合福祉セ
ンターで開始する予定である。

・食材費高騰対応支援金

【議案第５７号】令和５年度飯能市一般会計補正予算（第６号）

・自転車用ヘルメット購入費補助金

・子どもの居場所づくり事業

支援金の内容は？支援金の内容は？支援金の内容は？
物価上昇が続く中、保護者の負担を増やすことなく学校給食が円
滑に実施されるよう令和５年度下半期の物価上昇率を改めて積算
し、物価高騰分に対する補助を行うもの。

【議案第６２号】令和５年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第１号）

・介護保険保険給付費支払基金の現在高と保険料

基金の現在高と保険料の考え方は？基金の現在高と保険料の考え方は？基金の現在高と保険料の考え方は？
介護保険保険給付費支払基金については、令和４年度の給付実績
の余剰分を令和５年度に繰り越し積み立てをするもので、現在高
が約11億円となる。保険料については、国から示された考え方を
踏まえ、基金の活用により保険料上昇の抑制に留意することも含
め慎重に検討していく。

☟

議案等の上程
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経済建設
委員会

総 務 教 育
委員会

生活福祉
委員会

委員会の審査

常任委員会

スマートフォン決済アプリを使
用した納付が昨年度に比べ３倍
になっているが？

小学校費の図書費40万円の内
容は？

令和４年度に保険料が改定され
たが、その状況は？　　　　　

シルバー人材センターの登録者
数と活動内容は？

ニホンジカの捕獲数が令和３年
度と比べると減っているようだ
が？

道路橋りょう施設災害復旧費の内
容は？

各常任委員会に付託され、
詳細に審査します。

令和４年度に保険料が改定さ
た 数

令和４年度後期高齢者医療
特別会計決算
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議案の審議を経て、議案は３つの 　　　　　  に付託され、詳細に審査しました。

委 員 長　椙田　博之
副委員長　長谷川順子
委　　員　武田　一宏
　　　　　中元　　太
　　　　　大津　　力
　　　　　新井　　巧

委 員 長　関田　直子
副委員長　熊田　尚子
委　　員　パタソンひとみ
　　　　　金子　敏江
　　　　　加藤由貴夫
　　　　　鳥居　誠明

委 員 長　坂井　悦子
副委員長　野田　直人
委　　員　栗原　義幸
　　　　　野口　和彦
　　　　　滝沢　　修
　　　　　加涌　弘貴

スマートフォン決済ア

令和４年度一般会計決算 総
委

費 費
容

委 員
副委員

使 小

令和５年度一般会計補正予算
（第６号）

材 者シ

生
委

委 員

令和４年度一般会計決算

ニホンジカの捕獲数が令和３

令和４年度一般会計決算 経
委

費
容

委 員
副委員

道道

令和５年度一般会計補正予算
（第６号）

スマートフォン決済アスマートフォン決済アププリをプリを使使使
倍用した納付が昨年度に比べ３倍用した納付が昨年度に比べ３倍ががが 年 倍倍倍倍倍倍

になっているが？になっているが？になっているが？

令和３年度当初は１種類のアプ
リであったが、令和４年度から
はPayPay等６種類利用でき、
納税者の利便性が向上し、利用
件数が伸びたもの件数が伸びたもの。

が令和４年度に保険料が改定さ令和４年度に保険料が改定さされされされ
？たが、その状況は？たが、その状況は？たが その状況は？たが その状況は？たが その状況は？

令和４・５年度の均等割額は
44,170円で2,470円の増、
所得割率は8.38％で0.42ポイ
ントの増、平均保険料額は
78,773円で2,292円の増と
なっている。

がニホンジカの捕獲数が令和３ニホンジカの捕獲数が令和３令和３令和３年年年年年年
度と比べると減っているようだ度と比べると減っているようだ度と比べると減っているようだだだだ
が？が？が？

捕獲している人の話では、生息数
は若干減っているとのこと。鳥獣
対策の効果が表れていると思う
が、捕獲は引き続き強めていく。

小学校費の図書費40万円の内小学校費の図書費40万円の内小学校費の図書費40万円の内小小
？容は？容は？容は？容は？容は？

一般社団法人所沢法人会から日
本の将来を担う子どもたちのた
めに小学校で活用いただきたい
と40万円の寄付があったもので、
全小学校に配分する。

シルバー人材センターの登録者シルバー人材センターの登録者シルバー人材センターの登録者シシ ーの登録者ーの登録者ーの登録者
数と活動内容は？数と活動内容は？数と活動内容は？数数

令和４年度末の会員数は477名
で微増。事業実績は請負３８６
件、1億9,100万円、派遣契約
１７件、4,370万円となってい
る。

道路橋りょう施設災害復旧費の内道路橋りょう施設災害復旧費の内道路橋りょう施設災害復旧費の内道道道道
？容は？容は？容 ？容は？容は？

令和５年６月の台風第２号の大雨
により発生した、大字南川地内の
市道7-460号線（正丸峠）の道路
法面崩落を復旧するもの。

議 決
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人　

事　

案　

件

令和５年９月定例会　　議決結果

議案
番号

議決結果議　　　　　案　　　　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 16 17 18 19

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名

　　議　案　名

議決
結果

●もっとはんのう市議会　令和5（2023）年11月１日　No.169　６

宮内　保行 氏

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

小金井　千秋 氏

　

教
育
委
員
会
委
員
宮
内
保
行
氏

が
任
期
満
了
と
な
る
の
で
、
引
き

続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
全
員
同
意
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
小
金
井
千
秋
氏
が
任
期
満
了
と

な
る
の
で
、
引
き
続
き
同
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員
同

意
し
ま
し
た
。

熊
田

尚
子

長
谷
川
順
子

武
田

一
宏

パタ
ソンひとみ

坂
井

悦
子

栗
原

義
幸

中
元

太

関
田

直
子

大
津

力

野
口

和
彦

椙
田

博
之

滝
沢

修

新
井

巧

金
子

敏
江

加
藤
由
貴
夫

鳥
居

誠
明

加
涌

弘
貴

野
田

直
人

57 令和５年度飯能市一般会計補正予算（第６号） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × － ○ ○ ○ 原案可決

認定１ 令和４年度飯能市一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × － ○ ○ ○ 認　　定

認定２ 令和４年度飯能市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × － ○ ○ ○ 認　　定

認定８ 令和４年度飯能市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × － ○ ○ ○ 認　　定

認定10 令和４年度飯能市水道事業決算の認定について ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × － ○ ○ ○ 認　　定

請願３ インボイス制度の中止を求める意見書を政府に送
付することを求める請願書 × ○ × ○ × × × × ○ ○ × ○ ○ ○ － × ○ × 不 採 択

請願４
マイナンバーカードとの一体化による健康保険証
を廃止しないよう国に求める請願書 × ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ － × × × 不 採 択

※表の見方：議案番号の「議提」は議員提出議案の略

58 原案可決

59 原案可決

60 原案可決

61 原案可決

62 原案可決

63 原案可決

64 原案可決

認定３ 認　　定

認定４ 認　　定

認定５ 認　　定

認定６ 認　　定

認定７ 認　　定

認定９ 認　　定

認定11 認　　定

65 同　　意

66 同　　意

議提
3 原案可決

議提
4 原案可決

申出書のとおり

派　　遣

固定資産評価審査委員会委員の選任について（小金井　千秋 氏）

ブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）に対する適正な診療上の評価等を求める意見書

脱炭素と自然再興に貢献するサーキュラー・エコノミー（循環型経済）の推進を求める意見書

特定事件の閉会中における継続調査申し出の件（総務教育委員会・生活福祉委員会・経済建設委員会）

議員派遣の件

令和４年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度飯能市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度飯能市訪問看護ステーション特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度飯能市下水道事業決算の認定について

教育委員会委員の任命について（宮内　保行 氏）

令和５年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和５年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和４年度飯能市水道事業未処分利益剰余金の処分について

令和４年度飯能市下水道事業未処分利益剰余金の処分について

令和４年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

令和４年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について

※加藤議員は議長のため、採決には加わっていません。

■全会一致の議案・認定等

令和５年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和５年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

令和５年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第１号）

■賛否が分かれた議案・認定等 ※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員
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一 般 質 問

一　 般　 質　 問

QR放課
後
子
ど
も
教
室
と
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
一
体
的
に
行
う
た
め
に
民

間
委
託
等
具
体
的
に
進
め
て
は
。

本
市
の
子
ど
も
の
育
ち
を
保
障
し
て

い
く
保
育
施
設
の
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
の
た
め
の
「
保
育
の
あ
り
方
検
討

会
」
立
ち
上
げ
を
。

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
で
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
を
。

介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、
働
く
世
代

か
ら
の
フ
レ
イ
ル
予
防
を
第
３
次
飯

能
市
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
盛

り
込
み
、
進
め
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。

生
産
し
た
規
格
外
の
野
菜
や
果
物
等

を
農
家
自
ら
共
同
利
用
し
加
工
で
き

る
施
設
が
で
き
な
い
か
。

道
の
駅
の
進
捗
状
況
は
。

●７　もっとはんのう市議会　令和5（2023）年11月１日　No.169

　一般質問とは、市の行政全般について市長（執行部）に対し、議員がそれぞれの視
点から質問し、説明を求めるものです。
　質問する議員は、質問内容を事前に通告します。本会議における持ち時間は１人
60分以内です。
　原稿は、質問者自らが執筆したものを発言順に掲載しています。今回は１２人の議
員が登壇しました。
　一般質問の様子は、インターネット録画配信をしています。掲載されている二次
元コードから、該当議員の動画をご覧いただけます。
（　　　）の中は会派名です。

市政に対する

あさひやまライフネット「脳トレ」
ふれあいサロン笠縫　（本人撮影）

放
課
後
子
ど
も
教
室
と
放
課
後
児
童

QQ放課
後
子
ど
も
教
室
と
放
課
後
児
童

放
課
後
子
ど
も
教
室
と
放
課
後
児
童

QQQクラ
ブ
を
一
体
的
に
行
う
た
め
に
民

ク
ラ
ブ
を
一
体
的
に
行
う
た
め
に
民

ク
ラ
ブ
を
一
体
的
に
行
う
た
め
に
民

間
委
託
等
具
体
的
に
進
め
て
は
。

間
委
託
等
具
体
的
に
進
め
て
は
。

間
委
託
等
具
体
的
に
進
め
て
は
。

民
間
と
の
共
同
等
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
内
の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

本
市
の
子
ど
も
の
育
ち
を
保
障
し
て

本
市
の
子
ど
も
の
育
ち
を
保
障
し
て

本
市
の
子
ど
も
の
育
ち
を
保
障
し
て

い
く
保
育
施
設
の
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
策

い
く
保
育
施
設
の
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
策

い
く
保
育
施
設
の
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
の
た
め
の
「
保
育
の
あ
り
方
検
討

定
の
た
め
の
「
保
育
の
あ
り
方
検
討

定
の
た
め
の
「
保
育
の
あ
り
方
検
討

会
」
立
ち
上
げ
を
。

会
」
立
ち
上
げ
を
。

会
」
立
ち
上
げ
を
。

公
立
保
育
所
及
び
民
間
保
育
施
設
の

あ
り
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
関
係

各
課
と
も
協
議
を
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
で
ｅ
ス
ポ

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
で
ｅ
ス
ポ

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
で
ｅ
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
を
。

ー
ツ
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
を
。

ー
ツ
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
を
。

多
様
な
活
動
の
活
用
に
つ
い
て
あ
り

方
、
導
入
方
法
を
社
協
や
関
係
機
関

等
と
協
議
し
て
ま
い
り
た
い
。

介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、
働
く
世
代

介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、
働
く
世
代

介
護
予
防
の
観
点
か
ら
、
働
く
世
代

か
ら
の
フ
レ
イ
ル
予
防
を
第
３
次
飯

か
ら
の
フ
レ
イ
ル
予
防
を
第
３
次
飯

か
ら
の
フ
レ
イ
ル
予
防
を
第
３
次
飯

能
市
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
盛

能
市
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
盛

能
市
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
盛

り
込
み

り
込
み

り
込
み
、、、
進
め
て
い
っ
て
は
ど
う

進
め
て
い
っ
て
は
ど
う

進
め
て
い
っ
て
は
ど
う
か
。
か
。
か
。

若
い
う
ち
か
ら
の
取
り
組
み
は
大
事

と
考
え
ら
れ
る
。
働
く
世
代
の
フ
レ

イ
ル
予
防
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
を

策
定
し
て
い
き
た
い
。

生
産
し
た
規
格
外
の
野
菜
や
果
物
等

生
産
し
た
規
格
外
の
野
菜
や
果
物
等

生
産
し
た
規
格
外
の
野
菜
や
果
物
等

を
農
家
自
ら
共
同
利
用
し
加
工
で
き

を
農
家
自
ら
共
同
利
用
し
加
工
で
き

を
農
家
自
ら
共
同
利
用
し
加
工
で
き

る
施
設
が
で
き
な
い
か
。

る
施
設
が
で
き
な
い
か
。

る
施
設
が
で
き
な
い
か
。

道
の
駅
の
設
置
に
向
け
た
協
議
で
参

考
と
し
て
事
例
研
究
し
て
い
く
。

道
の
駅
の
進
捗
状
況
は
。

道
の
駅
の
進
捗
状
況
は
。

道
の
駅
の
進
捗
状
況
は
。

道
の
駅
整
備
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
設
置
し
調
査
・
検
討
、
専
門

家
の
知
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
。
今
後
具
体
化
し
て
い
く
。

飯能市イメージキャラクター
夢馬（むーま）

熊
田　

尚
子
（
公
明
党
）

新
・
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

保
育
の
あ
り
方
検
討
・
農
業
振
興

フ
レ
イ
ル
予
防
・
道
の
駅
に
つ
い
て
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一 般 質 問

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
利
用
価
値
は
？

申
請
し
た
が
通
知
が
来
な
い
時
は
？

区
画
整
理
に
は
清
算
金
と
い
う
も
の

が
あ
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

ど
の
よ
う
に
計
算
す
る
の
か
。

つ
ま
り
、
そ
の
区
画
整
理
が
終
わ
ら

な
い
と
確
定
で
き
な
い
の
か
。

例
え
ば
笠
縫
区
画
整
理
は
い
つ
終
わ

る
の
か
。

今
の
世
代
を
超
え
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
か
。
双
柳
南
部
な
ど
他
の
区
画

整
理
で
は
数
十
年
以
上
か
か
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

事
業
が
長
期
化
す
る
と
、
さ
ら
に
不

利
に
な
ら
な
い
か
。

清
算
金
は
払
う
人
だ
け
で
な
く
、
も

ら
え
る
人
も
い
る
の
か
。

名
栗
湖
花
火
大
会
の
復
活
を
望
む
声

が
あ
る
。
平
成
２
年
に
第
一
回
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
12
年
が
最

後
の
開
催
と
な
っ
た
。
中
止
に
至
っ

た
経
緯
等
伺
う
。

何
が
課
題
で
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

下
名
栗
諏
訪
神
社
の
獅
子
舞
を
拝
見

さ
せ
て
頂
い
た
。
名
栗
地
域
の
皆
様

の
郷
土
愛
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

花
火
大
会
の
復
活
を
要
望
す
る
が
市

の
見
解
を
伺
う
。

名
栗
湖
の
花
火
大
会
の
実
現
を
目
標

に
、
早
期
に
行
動
し
て
頂
く
よ
う
重

ね
て
要
望
す
る
。

要 

望
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会
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む
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。
平
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に
第
一
回
花
火

が
あ
る
。
平
成
２
年
に
第
一
回
花
火

が
あ
る
。
平
成
２
年
に
第
一
回
花
火

大
会
が
開
催
さ
れ
、
平

大
会
が
開
催
さ
れ
、
平

大
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成成成
111222
年
が
最

年
が
最

年
が
最

後
の
開
催
と
な
っ
た
。
中
止
に
至
っ

後
の
開
催
と
な
っ
た
。
中
止
に
至
っ

後
の
開
催
と
な
っ
た
。
中
止
に
至
っ

た
経
緯
等
伺
う
。

た
経
緯
等
伺
う
。

た
経
緯
等
伺
う
。

名
栗
村
村
政
１
０
０
周
年
を
記
念
に

開
催
さ
れ
２
万
人
を
超
え
る
来
場
者

が
あ
っ
た
が
、
開
催
に
課
題
が
あ
り

中
止
が
決
定
さ
れ
た
。

何
が
課
題
で
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

何
が
課
題
で
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

何
が
課
題
で
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

て
い
る
か
伺
う
。

て
い
る
か
伺
う
。

開
催
に
要
す
る
資
金
面
の
課
題
、
激

し
い
渋
滞
、
駐
車
場
問
題
、
希
少
な

猛
禽
類
の
生
息
な
ど
複
数
の
課
題
が

あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
熟
慮
を
重

ね
た
苦
渋
の
選
択
と
考
え
て
い
る
。

下
名
栗
諏
訪
神
社
の
獅
子
舞
を
拝
見

下
名
栗
諏
訪
神
社
の
獅
子
舞
を
拝
見

下
名
栗
諏
訪
神
社
の
獅
子
舞
を
拝
見

さ
せ
て
頂
い
た
。
名
栗
地
域
の
皆
様
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せ
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頂
い
た
。
名
栗
地
域
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皆
様

さ
せ
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い
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の
郷
土
愛
や
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ド
の

の
郷
土
愛
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
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ド
の

の
郷
土
愛
や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
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ド
の

醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

花
火
大
会
の
復
活
を
要
望
す
る
が
市

花
火
大
会
の
復
活
を
要
望
す
る
が
市

花
火
大
会
の
復
活
を
要
望
す
る
が
市

の
見
解
を
伺
う
。

の
見
解
を
伺
う
。

の
見
解
を
伺
う
。

議
員
ご
指
摘
の
郷
土
愛
、
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
移
住
定

住
の
促
進
や
地
域
内
産
業
の
振
興
、

ひ
い
て
は
本
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
が
、
花
火
大
会
の
復
活
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
引
き
続
き
地
域

の
方
と
も
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
重
ね

て
ま
い
り
た
い
。

名
栗
湖
の
花
火
大
会
の
実
現
を
目
標

名
栗
湖
の
花
火
大
会
の
実
現
を
目
標

名
栗
湖
の
花
火
大
会
の
実
現
を
目
標

に
、
早
期
に
行
動
し
て
頂
く
よ
う
重

に
、
早
期
に
行
動
し
て
頂
く
よ
う
重

に
、
早
期
に
行
動
し
て
頂
く
よ
う
重

ね
て
要
望
す
る
。

ね
て
要
望
す
る
。

ね
て
要
望
す
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
利
用
価
値
は
？

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
利
用
価
値
は
？

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
利
用
価
値
は
？

身
分
証
明
書
の
他
、
行
政
手
続
き
が

正
確
で
ス
ム
ー
ズ
、
公
的
証
明
書
の

簡
素
な
取
得
、
保
険
証
な
ど
。

申
請
し
た
が
通
知
が
来
な
い
時
は
？

申
請
し
た
が
通
知
が
来
な
い
時
は
？

申
請
し
た
が
通
知
が
来
な
い
時
は
？

ま
ず
は
、
必
ず
本
人
か
ら
市
役
所
市

民
課
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

区
画
整
理
に
は
清
算
金
と
い
う
も
の

区
画
整
理
に
は
清
算
金
と
い
う
も
の

区
画
整
理
に
は
清
算
金
と
い
う
も
の

が
あ
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

が
あ
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

が
あ
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
。

従
前
の
土
地
と
、
新
し
い
土
地
の
価

値
の
差
額
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
計
算
す
る
の
か
。

ど
の
よ
う
に
計
算
す
る
の
か
。

ど
の
よ
う
に
計
算
す
る
の
か
。

事
業
費
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
現
在
は
個
別
に
点
数
を
伝
え
て

い
る
。
事
業
が
終
わ
っ
た
後
価
値
が

確
定
す
る
の
で
、
そ
の
時
に
清
算
金

単
価
を
掛
け
て
算
出
す
る
。
正
確
に

は
換
地
処
分
の
公
告
の
日
の
翌
日
。

つ
ま
り
、
そ
の
区
画
整
理
が
終
わ
ら

つ
ま
り
、
そ
の
区
画
整
理
が
終
わ
ら

つ
ま
り
、
そ
の
区
画
整
理
が
終
わ
ら

な
い
と
確
定
で
き
な
い
の
か
。

な
い
と
確
定
で
き
な
い
の
か
。

な
い
と
確
定
で
き
な
い
の
か
。

そ
の
通
り
。

例
え
ば
笠
縫
区
画
整
理
は
い
つ
終
わ

例
え
ば
笠
縫
区
画
整
理
は
い
つ
終
わ

例
え
ば
笠
縫
区
画
整
理
は
い
つ
終
わ

る
の
か
。

る
の
か
。

る
の
か
。

ま
だ
ま
だ
確
定
で
き
な
い
。
15
〜
20

年
以
上
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
の
世
代
を
超
え
て
し
ま
う
と
い
う

今
の
世
代
を
超
え
て
し
ま
う
と
い
う

今
の
世
代
を
超
え
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
か
。
双
柳
南
部
な
ど
他
の
区
画

こ
と
か
。
双
柳
南
部
な
ど
他
の
区
画

こ
と
か
。
双
柳
南
部
な
ど
他
の
区
画

整
理
で
は
数
十
年
以
上
か
か
る
か
も

整
理
で
は
数
十
年
以
上
か
か
る
か
も

整
理
で
は
数
十
年
以
上
か
か
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

そ
の
通
り
。

事
業
が
長
期
化
す
る
と
、
さ
ら
に
不

事
業
が
長
期
化
す
る
と
、
さ
ら
に
不

事
業
が
長
期
化
す
る
と
、
さ
ら
に
不

利
に
な
ら
な
い
か
。

利
に
な
ら
な
い
か
。

利
に
な
ら
な
い
か
。

事
業
費
と
清
算
金
は
関
係
な
い
。

清
算
金
は
払
う
人
だ
け
で
な
く
、
も

清
算
金
は
払
う
人
だ
け
で
な
く
、
も

清
算
金
は
払
う
人
だ
け
で
な
く
、
も

ら
え
る
人
も
い
る
の
か
。

ら
え
る
人
も
い
る
の
か
。

ら
え
る
人
も
い
る
の
か
。

例
え
ば
笠
縫
地
区
で
は
、
も
ら
え
る

人
が
４
割
、
払
う
人
が
６
割
。

椙
田　

博
之
（
無
所
属
）

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
問
題
点
。
区
画
整
理

の
清
算
金
。
自
治
会
加
入
の
推
進
。
公

園
の
あ
り
方
。

野
口　

和
彦
（
参
政
党
）

市
民
要
望

名
栗
湖
花
火
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

名
栗
湖
花
火
大
会
の
復
活
を
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一 般 質 問

水
道
事
業
の
広
域
化
、
民
営
化
に
つ

い
て
の
研
究
状
況
は
。

県
水
に
関
し
て
埼
玉
県
と
の
協
定
内

容
は
。

有
間
ダ
ム
の
補
修
や
改
修
の
計
画
は
。

２
０
１
９
年
の
台
風
以
降
、
有
間
ダ

ム
に
お
け
る
治
水
面
で
ど
の
よ
う
な

対
策
が
さ
れ
て
い
る
か
。

後
期
高
齢
者
の
人
口
が
全
国
で
最
も

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
て
い
る
埼
玉

県
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
為

の
県
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
埼
玉
版

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

は
令
和
４
年
度
の
段
階
で
県
内
29
市

町
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
飯
能
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
『
コ
ン
パ

ク
ト
』『
ス
マ
ー
ト
』『
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
』
と
い
っ
た
３
つ
の
要
素
を
備
え

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
は
。

●９　もっとはんのう市議会　令和5（2023）年11月１日　No.169

各要素で検討している施策（本人作成）

工事中の有間ダム貯砂堰堤（本人撮影）

大
津　
　

力
（
参
政
党
）

水
行
政
に
つ
い
て

関
田　

直
子
（
ネ
ク
ス
ト
は
ん
の
う
）

埼
玉
版
ス
ー
パ
ー・シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
エ
ン
ト
リ
ー
状
況
と
方
向
性

に
つ
い
て

水
道
事
業
の
広
域
化
、
民
営
化
に
つ

水
道
事
業
の
広
域
化
、
民
営
化
に
つ

水
道
事
業
の
広
域
化
、
民
営
化
に
つ

い
て
の
研
究
状
況
は
。

い
て
の
研
究
状
況
は
。

い
て
の
研
究
状
況
は
。

広
域
化
に
つ
い
て
は
「
埼
玉
県
水
道

広
域
化
検
討
部
会
」
を
設
置
し
、
情

報
交
換
を
行
っ
て
い
た
が
、
近
年
、

そ
の
場
が
設
け
ら
れ
ず
、
進
展
し
て

い
な
い
。
ま
た
水
道
事
業
を
民
営
化

す
る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

県
水
に
関
し
て
埼
玉
県
と
の
協
定
内

県
水
に
関
し
て
埼
玉
県
と
の
協
定
内

県
水
に
関
し
て
埼
玉
県
と
の
協
定
内

容
は
。

容
は
。

容
は
。

令
和
２
年
度
以
降
の
県
水
受
水
量
に

つ
い
て
は
協
定
に
よ
ら
ず
、
今
後
の

県
水
受
水
量
は
、
年
間
給
水
量
に
対

す
る
県
水
割
合
13
パ
ー
セ
ン
ト
を
基

準
と
し
て
、
各
年
度
に
お
け
る
給
水

量
に
応
じ
た
県
水
受
水
量
を
維
持
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

有
間
ダ
ム
の
補
修
や
改
修
の
計
画

有
間
ダ
ム
の
補
修
や
改
修
の
計
画

有
間
ダ
ム
の
補
修
や
改
修
の
計
画
は
。
は
。
は
。

埼
玉
県
に
よ
る
と
、「
埼
玉
県
ダ
ム
長

寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
平
成

元
年
度
か
ら
有
間
ダ
ム
の
設
備
更
新

等
を
始
め
て
い
る
と
の
こ
と
。

２
０
１
９
年
の
台
風
以
降
、
有
間
ダ

２
０
１
９
年
の
台
風
以
降
、
有
間
ダ

２
０
１
９
年
の
台
風
以
降
、
有
間
ダ

ム
に
お
け
る
治
水
面
で
ど
の
よ
う
な

ム
に
お
け
る
治
水
面
で
ど
の
よ
う
な

ム
に
お
け
る
治
水
面
で
ど
の
よ
う
な

対
策
が
さ
れ
て
い
る
か
。

対
策
が
さ
れ
て
い
る
か
。

対
策
が
さ
れ
て
い
る
か
。

埼
玉
県
に
よ
る
と
、
上
流
か
ら
ダ
ム

湖
に
流
入
し
堆
積
し
た
土
砂
を
掘
削

し
除
去
す
る
た
め
の
工
事
、
浚
渫
船

に
よ
り
ダ
ム
湖
水
面
下
の
堆
積
土
砂

を
掘
削
す
る
た
め
の
工
事
、
上
流
に

貯
砂
堰
堤
を
設
置
す
る
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。
荒
川
水
系
治
水
協
定
を

締
結
し
、
ダ
ム
流
域
に
48
時
間
当
た

り
に
４
５
０
ｍ
ｍ
を
超
え
る
降
雨
が

予
想
さ
れ
る
場
合
、
事
前
放
流
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
の
人
口
が
全
国
で
最
も

後
期
高
齢
者
の
人
口
が
全
国
で
最
も

後
期
高
齢
者
の
人
口
が
全
国
で
最
も

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
て
い
る
埼
玉

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
て
い
る
埼
玉

速
い
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
て
い
る
埼
玉

県
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
為

県
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
為

県
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
為

の
県
の
県
の
県
ののの
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「ト「ト「
埼
玉
版

埼
玉
版

埼
玉
版

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ト
」
ト
」ににに

は
令
和
４
年
度
の
段
階
で
県

は
令
和
４
年
度
の
段
階
で
県

は
令
和
４
年
度
の
段
階
で
県
内内内
222999
市市市

町
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
飯

町
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
飯

町
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
。
飯
能
市
能
市
能
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
か
。
か
。

令
和
６
年
度
ま
で
に
申
請
す
る
こ
と

を
念
頭
に
県
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

い
た
が
、
新
井
市
長
よ
り
「
現
在
進

め
て
い
る
事
業
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
機
会
と
も
な
り
得
る
の
で

１
年
で
も
早
く
踏
み
出
す
べ
き
」
と

の
指
示
が
あ
り
、
今
年
度
中
の
エ
ン

ト
リ
ー
を
目
指
す
べ
く
、
県
に
ス
ー

パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
を

提
出
し
、
協
議
を
開
始
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
『
コ
ン
パ

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
『
コ
ン
パ

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
『
コ
ン
パ

ククク
ト
』
ト
』
ト
』『
ス
マ
ー

『
ス
マ
ー

『
ス
マ
ー
ト
』
ト
』
ト
』『
レ
ジ
リ
エ
ン

『
レ
ジ
リ
エ
ン

『
レ
ジ
リ
エ
ン

ト
』
と
い
っ
た
３
つ
の
要
素
を
備
え

ト
』
と
い
っ
た
３
つ
の
要
素
を
備
え

ト
』
と
い
っ
た
３
つ
の
要
素
を
備
え

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
は
。

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
は
。

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
は
。

「
コ
ン
パ
ク
ト
」
で
は
市
街
地
に
お

け
る
「
魅
力
的
な
地
域
の
交
流
拠
点

の
整
備
と
居
心
地
良
く
歩
き
た
く
な

る
ま
ち
づ
く
り
」を
、「
ス
マ
ー
ト
」

で
は
「ICT

・IoT 

技
術
を
活
用
し

た
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」を
、

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
」で
は「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
取
組
の
見
直

し
追
加
が
可
能
で
あ
る
の
で
、
地
域

課
題
の
状
況
等
を
踏
ま
え
本
市
ら
し

い
夢
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り

上
げ
て
い
く
。
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一 般 質 問

指
定
避
難
所
に
も
な
る
小
中
学
校
体

育
館
へ
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
活

用
し
た
空
調
設
備
の
設
置
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

電
源
自
立
型
の
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

型
非
常
用
発
電
機
、
ガ
ス
バ
ル
ク
の

有
用
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

核
兵
器
使
用
前
の
戦
争
と
使
用
後
の

戦
争
は
意
味
が
全
く
違
い
、
全
人
類
生

存
の
脅
威
と
な
っ
た
。
核
・
核
兵
器

そ
の
も
の
の
存
在
が
不
要
で
あ
る
。

核
な
き
平
和
な
世
界
の
実
現
へ
向
け

平
和
都
市
宣
言
を
昇
華
さ
せ
る
べ
き
。

不
登
校
児
童
に
対
し
様
々
な
課
題
が

あ
る
と
の
事
。
そ
も
そ
も
学
校
そ
の

も
の
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
は
な
い

か
。
学
校
は
変
わ
れ
な
い
の
か
。

今
の
学
校
教
育
で
い
い
の
か
。

飯
能
市
と
し
て
ど
う
進
め
る
か
。

国
保
制
度
の
県
単
位
化
に
あ
た
っ
て

全
国
知
事
会
や
市
長
会
は
、「
国
が

公
費
を
も
っ
と
出
し
て
協
会
け
ん
ぽ

並
み
の
払
え
る
国
保
税
に
し
て
ほ
し

い
」
と
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
対

応
は
不
十
分
で
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
協
会
け
ん
ぽ
と
の
比
較
で
、

所
得
３
０
０
万
、
夫
婦
子
ど
も
２
人

世
帯
で
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

国
は
、
赤
字
補
て
ん
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
解
消
す
べ
き
と
し

て
い
る
が
、
市
町
村
の
積
極
的
な
政

策
判
断
に
よ
る
繰
り
入
れ
は
「
解
消

す
べ
き
対
象
と
は
言
え
な
い
」
と
明

記
し
て
い
る
。
飯
能
市
は
政
策
判
断

に
よ
る
１
億
３
千
万
円
程
の
繰
り
入

れ
は
あ
る
が
、
赤
字
補
て
ん
目
的
の

繰
り
入
れ
は
あ
る
か
。

県
は
、
市
町
村
が
政
策
的
な
判
断
に

よ
る
繰
り
入
れ
も
含
め
て
、
全
て
の

繰
り
入
れ
を
な
く
す
よ
う
求
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
繰
入
金
が
大
き
く
減

っ
て
、
飯
能
市
を
含
め
て
多
く
の
自

治
体
で
増
税
に
な
っ
た
。
県
方
針
の

ま
ま
進
め
る
と
来
年
度
も
一
人
１
万

円
を
超
え
る
大
幅
増
税
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
コ
ロ
ナ
不
況
、
物
価
高

騰
、
賃
金
・
年
金
の
目
減
り
の
な
か

で
、
県
方
針
に
基
づ
く
値
上
げ
方
針

を
撤
回
し
て
ほ
し
い
。
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新
井　
　

巧
（
日
本
共
産
党
）

市
民
生
活
が
大
変
な
と
き
に
国
保
税
の

大
幅
値
上
げ
は
や
め
よ

中
元　
　

太
（
公
明
党
）

市
立
小
中
学
体
育
館
に
空
調
設
備
を

非
核
平
和
都
市
宣
言
へ
の
昇
華

学
び
の
多
様
化
学
校
小
中
高
一
貫
に

指
定
避
難
所
に
も
な
る
小
中
学
校
体

指
定
避
難
所
に
も
な
る
小
中
学
校
体

指
定
避
難
所
に
も
な
る
小
中
学
校
体

育
館
へ
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
活

育
館
へ
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
活

育
館
へ
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
活

用
し
た
空
調
設
備
の
設
置
を
進
め
る

用
し
た
空
調
設
備
の
設
置
を
進
め
る

用
し
た
空
調
設
備
の
設
置
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

べ
き
で
は
。

べ
き
で
は
。

有
利
な
起
債
で
あ
り
有
効
な
手
段
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
計
画

的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
部
局

と
も
検
討
し
て
い
く
。

電
源
自
立
型
の
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

電
源
自
立
型
の
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

電
源
自
立
型
の
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

型
非
常
用
発
電
機
、
ガ
ス
バ
ル
ク
の

型
非
常
用
発
電
機
、
ガ
ス
バ
ル
ク
の

型
非
常
用
発
電
機
、
ガ
ス
バ
ル
ク
の

有
用
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

有
用
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

有
用
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
燃
料
と
し
た
非
常
用
発

電
機
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
、
関
係
部
局
と
も

検
討
す
る
。

核
兵
器
使
用
前
の
戦
争
と
使
用
後
の

核
兵
器
使
用
前
の
戦
争
と
使
用
後
の

核
兵
器
使
用
前
の
戦
争
と
使
用
後
の

戦
争
は
意
味
が
全
く
違
い
、
全
人
類
生

戦
争
は
意
味
が
全
く
違
い
、
全
人
類
生

戦
争
は
意
味
が
全
く
違
い
、
全
人
類
生

存
の
脅
威
と
な
っ
た
。
核

存
の
脅
威
と
な
っ
た
。
核

存
の
脅
威
と
な
っ
た
。
核
・・・
核
兵
器

核
兵
器

核
兵
器

そ
の
も
の
の
存
在
が
不
要
で
あ
る
。

そ
の
も
の
の
存
在
が
不
要
で
あ
る
。

そ
の
も
の
の
存
在
が
不
要
で
あ
る
。

核
な
き
平
和
な
世
界
の
実
現
へ
向
け

核
な
き
平
和
な
世
界
の
実
現
へ
向
け

核
な
き
平
和
な
世
界
の
実
現
へ
向
け

平
和
都
市
宣
言
を
昇
華
さ
せ
る
べ

平
和
都
市
宣
言
を
昇
華
さ
せ
る
べ

平
和
都
市
宣
言
を
昇
華
さ
せ
る
べ
き
。
きき
。。

提
言
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
参
考
に

す
る
。

不
登
校
児
童
に
対
し
様
々
な
課
題
が

不
登
校
児
童
に
対
し
様
々
な
課
題
が

不
登
校
児
童
に
対
し
様
々
な
課
題
が

あ
る
と
の
事
。
そ
も
そ
も
学
校
そ
の

あ
る
と
の
事
。
そ
も
そ
も
学
校
そ
の

あ
る
と
の
事
。
そ
も
そ
も
学
校
そ
の

も
の
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
は
な
い

も
の
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
は
な
い

も
の
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
は
な
い

か
。
学
校
は
変
わ
れ
な
い
の
か
。

か
。
学
校
は
変
わ
れ
な
い
の
か
。

か
。
学
校
は
変
わ
れ
な
い
の
か
。

学
び
の
多
様
化
学
校
に
は
特
別
の
教

育
課
程
が
適
用
で
き
、
実
態
に
即
し
、

学
習
内
容
や
授
業
時
間
数
を
変
え
る

こ
と
が
可
能
。

今
の
学
校
教
育
で
い
い
の
か
。

今
の
学
校
教
育
で
い
い
の
か
。

今
の
学
校
教
育
で
い
い
の
か
。

特
別
の
教
育
課
程
実
施
が
不
可
欠
と

考
え
る
。

飯
能
市
と
し
て
ど
う
進
め
る
か
。

飯
能
市
と
し
て
ど
う
進
め
る
か
。

飯
能
市
と
し
て
ど
う
進
め
る
か
。

何
が
で
き
る
か
、
市
長
部
局
、
教
育

部
局
と
改
め
て
話
し
合
っ
て
い
く
。

国
保
制
度
の
県
単
位
化
に
あ
た
っ
て

国
保
制
度
の
県
単
位
化
に
あ
た
っ
て

国
保
制
度
の
県
単
位
化
に
あ
た
っ
て

全
国
知
事
会
や
市
長
会

全
国
知
事
会
や
市
長
会

全
国
知
事
会
や
市
長
会
は
、
は
、
は
、「
国
が

「
国
が

「
国
が

公
費
を
も
っ
と
出
し
て
協
会
け
ん
ぽ

公
費
を
も
っ
と
出
し
て
協
会
け
ん
ぽ

公
費
を
も
っ
と
出
し
て
協
会
け
ん
ぽ

並
み
の
払
え
る
国
保
税
に
し
て
ほ
し

並
み
の
払
え
る
国
保
税
に
し
て
ほ
し

並
み
の
払
え
る
国
保
税
に
し
て
ほ
し

い
」
と
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
対

い
」
と
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
対

い
」
と
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
対

応
は
不
十
分
で
重
い
負
担
と
な
っ
て

応
は
不
十
分
で
重
い
負
担
と
な
っ
て

応
は
不
十
分
で
重
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
協
会
け
ん
ぽ
と
の
比
較
で
、

い
る
。
協
会
け
ん
ぽ
と
の
比
較
で
、

い
る
。
協
会
け
ん
ぽ
と
の
比
較
で
、

所
得
３
０
０
万
、
夫
婦
子
ど
も
２
人

所
得
３
０
０
万
、
夫
婦
子
ど
も
２
人

所
得
３
０
０
万
、
夫
婦
子
ど
も
２
人

世
帯
で
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

世
帯
で
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

世
帯
で
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
。

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
は
、
２
４
万

８
５
１
４
円
、
国
保
税
は
４
４
万
４

７
０
０
円
と
な
り
、
差
額
は
１
９
万

６
１
８
６
円
と
な
る
。

国
は
、
赤
字
補
て
ん
の
一
般
会
計
か

国
は
、
赤
字
補
て
ん
の
一
般
会
計
か

国
は
、
赤
字
補
て
ん
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
は
解
消
す
べ
き
と
し

ら
の
繰
り
入
れ
は
解
消
す
べ
き
と
し

ら
の
繰
り
入
れ
は
解
消
す
べ
き
と
し

て
い
る
が
、
市
町
村
の
積
極
的
な
政

て
い
る
が
、
市
町
村
の
積
極
的
な
政

て
い
る
が
、
市
町
村
の
積
極
的
な
政

策
判
断
に
よ
る
繰
り
入
れ
は
「
解
消

策
判
断
に
よ
る
繰
り
入
れ
は
「
解
消

策
判
断
に
よ
る
繰
り
入
れ
は
「
解
消

す
べ
き
対
象
と
は
言
え
な
い
」
と
明

す
べ
き
対
象
と
は
言
え
な
い
」
と
明

す
べ
き
対
象
と
は
言
え
な
い
」
と
明

記
し
て
い
る
。
飯
能
市
は
政
策
判
断

記
し
て
い
る
。
飯
能
市
は
政
策
判
断

記
し
て
い
る
。
飯
能
市
は
政
策
判
断

に
よ
る
１
億
３
千
万
円
程
の
繰
り
入

に
よ
る
１
億
３
千
万
円
程
の
繰
り
入

に
よ
る
１
億
３
千
万
円
程
の
繰
り
入

れ
は
あ
る
が
、
赤
字
補
て
ん
目
的
の

れ
は
あ
る
が
、
赤
字
補
て
ん
目
的
の

れ
は
あ
る
が
、
赤
字
補
て
ん
目
的
の

繰
り
入
れ
は
あ
る
か
。

繰
り
入
れ
は
あ
る
か
。

繰
り
入
れ
は
あ
る
か
。

繰
り
入
れ
は
な
い
。

県
は
、
市
町
村
が
政
策
的
な
判
断
に

県
は
、
市
町
村
が
政
策
的
な
判
断
に

県
は
、
市
町
村
が
政
策
的
な
判
断
に

よ
る
繰
り
入
れ
も
含
め
て
、
全
て
の

よ
る
繰
り
入
れ
も
含
め
て
、
全
て
の

よ
る
繰
り
入
れ
も
含
め
て
、
全
て
の

繰
り
入
れ
を
な
く
す
よ
う
求
め
て
い

繰
り
入
れ
を
な
く
す
よ
う
求
め
て
い

繰
り
入
れ
を
な
く
す
よ
う
求
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
繰
入
金
が
大
き
く
減

る
こ
と
か
ら
、
繰
入
金
が
大
き
く
減

る
こ
と
か
ら
、
繰
入
金
が
大
き
く
減

っ
て
、
飯
能
市
を
含
め
て
多
く
の
自

っ
て
、
飯
能
市
を
含
め
て
多
く
の
自

っ
て
、
飯
能
市
を
含
め
て
多
く
の
自

治
体
で
増
税
に
な
っ
た
。
県
方
針
の

治
体
で
増
税
に
な
っ
た
。
県
方
針
の

治
体
で
増
税
に
な
っ
た
。
県
方
針
の

ま
ま
進
め
る
と
来
年
度
も
一
人
１
万

ま
ま
進
め
る
と
来
年
度
も
一
人
１
万

ま
ま
進
め
る
と
来
年
度
も
一
人
１
万

円
を
超
え
る
大
幅
増
税
に
な
る
の
で

円
を
超
え
る
大
幅
増
税
に
な
る
の
で

円
を
超
え
る
大
幅
増
税
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
コ
ロ
ナ
不
況
、
物
価
高

は
な
い
か
。
コ
ロ
ナ
不
況
、
物
価
高

は
な
い
か
。
コ
ロ
ナ
不
況
、
物
価
高

騰
、
賃
金
・
年
金
の
目
減
り
の
な
か

騰
、
賃
金
・
年
金
の
目
減
り
の
な
か

騰
、
賃
金
・
年
金
の
目
減
り
の
な
か

で
、
県
方
針
に
基
づ
く
値
上
げ
方
針

で
、
県
方
針
に
基
づ
く
値
上
げ
方
針

で
、
県
方
針
に
基
づ
く
値
上
げ
方
針

を
撤
回
し
て
ほ
し
い
。

を
撤
回
し
て
ほ
し
い
。

を
撤
回
し
て
ほ
し
い
。

県
と
共
通
認
識
の
も
と
策
定
を
進
め

て
い
る
。
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一 般 質 問

熱
中
症
対
策
は
様
々
な
形
で
注
意
喚

起
さ
れ
て
い
る
が
、
患
者
は
増
え
て

い
る
。
市
の
対
応
は
。

高
齢
者
、
建
物
内
で
の
熱
中
症
が
多

い
よ
う
だ
。
市
の
状
況
と
高
齢
者
や

生
活
弱
者
へ
の
対
応
は
。

ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
と
し
て
公
共
施
設
、

郵
便
局
、
銀
行
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

ー
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
分
か
り
易
い
表
示
が
必
要
で
は

な
い
か
。

小
中
学
校
の
体
育
館
は
、
避
難
所
と

し
て
も
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の

団
体
も
利
用
し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

東
京
都
は
独
自
の
補
助
制
度
が
あ
る
、

ぜ
ひ
埼
玉
県
に
求
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

要 

望

児
童
生
徒
の
予
防
接
種
後
に
副
反
応

が
出
た
時
の
治
療
先
と
の
連
携
は
。

不
登
校
支
援
と
し
て
民
間
施
設
等
と

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

岩
沢
運
動
公
園
の
水
洗
ト
イ
レ
化
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

唐
竹
・
ヨ
マ
キ
川
の
上
流
の
林
内
の

市
道
が
崩
れ
た
ま
ま
で
災
害
が
心
配
。

「
地
方
自
治
法
第
２
条
14
項
の
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」

市
長
も
こ
の
考
え
か
。

阿
須
山
中
は
普
通
財
産
の
貸
付
事
業
。

な
ぜ
「
飯
能
市
行
政
財
産
の
使
用
料

に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
」
の
規
則

を
用
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
。

「
飯
能
市
普
通
財
産
貸
付
事
務
取
扱

要
領
」
と
い
う
規
則
が
あ
る
の
に
用

い
な
か
っ
た
理
由
は
。

公
募
時
点
で
阿
須
山
中
市
有
林
内
に

民
有
地
が
あ
る
。
地
権
者
と
売
っ
て

く
れ
る
等
の
調
整
は
つ
い
て
い
た
か
。
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滝
沢　
　

修
（
日
本
共
産
党
）

繰
返
す
猛
暑
、
今
後
の
熱
中
症
対
策

市
の
取
組
み
、
小
中
学
校
体
育
館
へ
エ
ア

コ
ン
の
設
置
を

熱
中
症
対
策
は
様
々
な
形
で
注
意
喚

熱
中
症
対
策
は
様
々
な
形
で
注
意
喚

熱
中
症
対
策
は
様
々
な
形
で
注
意
喚

起
さ
れ
て
い
る
が
、
患
者
は
増
え
て

起
さ
れ
て
い
る
が
、
患
者
は
増
え
て

起
さ
れ
て
い
る
が
、
患
者
は
増
え
て

い
る
。
市
の
対
応
は
。

い
る
。
市
の
対
応
は
。

い
る
。
市
の
対
応
は
。

最
近
は
気
温
の
高
く
な
る
５
月
か
ら

熱
中
症
予
防
の
周
知
、
啓
発
を
図
っ

て
い
る
。

高
齢
者
、
建
物
内
で
の
熱
中
症
が
多

高
齢
者
、
建
物
内
で
の
熱
中
症
が
多

高
齢
者
、
建
物
内
で
の
熱
中
症
が
多

い
よ
う
だ
。
市
の
状
況
と
高
齢
者
や

い
よ
う
だ
。
市
の
状
況
と
高
齢
者
や

い
よ
う
だ
。
市
の
状
況
と
高
齢
者
や

生
活
弱
者
へ
の
対
応
は
。

生
活
弱
者
へ
の
対
応
は
。

生
活
弱
者
へ
の
対
応
は
。

令
和
４
年
度
の
５
月
か
ら
９
月
末
ま

で
の
熱
中
症
に
よ
る
搬
送
は
、
63
件

で
65
歳
以
上
は
35
人
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
等
に
は
民
生
・
児
童
委
員
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

対
応
を
図
っ
て
い
る
。

ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
と
し
て
公
共
施

ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
と
し
て
公
共
施

ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
と
し
て
公
共
施
設
、
設
、
設
、

郵
便
局
、
銀
行
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

郵
便
局
、
銀
行
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

郵
便
局
、
銀
行
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

ー
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
さ

ー
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
さ

ー
な
ど
が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
分
か
り
易
い
表
示
が
必
要
で
は

ら
に
分
か
り
易
い
表
示
が
必
要
で
は

ら
に
分
か
り
易
い
表
示
が
必
要
で
は

な
い
か
。

な
い
か
。

な
い
か
。

公
共
施
設
で
は
公
民
館
や
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
12
施
設
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う
分
か

り
や
す
い
表
示
に
努
め
た
い
。

小
中
学
校
の
体
育
館
は
、
避
難
所
と

小
中
学
校
の
体
育
館
は
、
避
難
所
と

小
中
学
校
の
体
育
館
は
、
避
難
所
と

し
て
も
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の

し
て
も
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の

し
て
も
活
用
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の

団
体
も
利
用
し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン

団
体
も
利
用
し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン

団
体
も
利
用
し
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

体
育
館
は
学
校
教
育
活
動
の
ほ
か
、

社
会
体
育
、
投
票
所
と
し
て
の
利
用
、

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割
な

ど
も
あ
り
、
環
境
改
善
に
つ
い
て
、

補
助
金
の
活
用
も
含
め
、
引
き
続
き

研
究
し
て
行
く
。

東
京
都
は
独
自
の
補
助
制
度
が
あ

東
京
都
は
独
自
の
補
助
制
度
が
あ

東
京
都
は
独
自
の
補
助
制
度
が
あ
る
、
る
、
る
、

ぜ
ひ
埼
玉
県
に
求
め
て
い
た
だ
き
た

ぜ
ひ
埼
玉
県
に
求
め
て
い
た
だ
き
た

ぜ
ひ
埼
玉
県
に
求
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
い
。
い
。

長
谷
川　

順
子
（
無
所
属
）

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」を
活
か
し
た
社
会
へ

岩
沢
運
動
公
園
ト
イ
レ

市
道
整
備　

阿
須
市
有
林
問
題
点

児
童
生
徒
の
予
防
接
種
後
に
副
反
応

児
童
生
徒
の
予
防
接
種
後
に
副
反
応

児
童
生
徒
の
予
防
接
種
後
に
副
反
応

が
出
た
時
の
治
療
先
と
の
連
携
は
。

が
出
た
時
の
治
療
先
と
の
連
携
は
。

が
出
た
時
の
治
療
先
と
の
連
携
は
。

専
門
的
な
診
療
を
要
す
る
と
判
断
の

際
は
、
選
定
の
医
療
機
関
を
紹
介
。

不
登
校
支
援
と
し
て
民
間
施
設
等
と

不
登
校
支
援
と
し
て
民
間
施
設
等
と

不
登
校
支
援
と
し
て
民
間
施
設
等
と

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

連
携
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

多
様
な
教
育
機
会
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
は
必
要
。
要
件
が
満
た
す
場
合

は
、
出
席
扱
い
も
検
討
し
て
い
る
。

岩
沢
運
動
公
園
の
水
洗
ト
イ
レ
化
に

岩
沢
運
動
公
園
の
水
洗
ト
イ
レ
化
に

岩
沢
運
動
公
園
の
水
洗
ト
イ
レ
化
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
か
ら
設
置
の
指
示
が
出
て
い
る
。

唐
竹
唐
竹
唐
竹
・・・
ヨ
マ
キ
川
の
上
流
の
林
内
の

ヨ
マ
キ
川
の
上
流
の
林
内
の

ヨ
マ
キ
川
の
上
流
の
林
内
の

市
道
が
崩
れ
た
ま
ま
で
災
害
が
心

市
道
が
崩
れ
た
ま
ま
で
災
害
が
心

市
道
が
崩
れ
た
ま
ま
で
災
害
が
心
配
。
配
。
配
。

下
流
の
住
宅
地
も
あ
る
の
で
、
横
断

管
の
水
の
流
れ
を
元
に
戻
す
。

「「「
地
方
自
治
法
第
２

地
方
自
治
法
第
２

地
方
自
治
法
第
２
条条条
111444
項
の
最
小

項
の
最
小

項
の
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
る
」
る
」

市
長
も
こ
の
考
え
か
。

市
長
も
こ
の
考
え
か
。

市
長
も
こ
の
考
え
か
。

公
有
財
産
を
適
切
に
維
持
管
理
し
、

取
得
や
処
分
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

阿
須
山
中
は
普
通
財
産
の
貸
付
事

阿
須
山
中
は
普
通
財
産
の
貸
付
事

阿
須
山
中
は
普
通
財
産
の
貸
付
事
業
。
業
。
業
。

な
ぜ
「
飯
能
市
行
政
財
産
の
使
用
料

な
ぜ
「
飯
能
市
行
政
財
産
の
使
用
料

な
ぜ
「
飯
能
市
行
政
財
産
の
使
用
料

に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
」
の
規
則

に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
」
の
規
則

に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
」
の
規
則

を
用
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
。

を
用
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
。

を
用
い
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
。

客
観
性
を
持
た
せ
る
た
め
。

「「「
飯
能
市
普
通
財
産
貸
付
事
務
取
扱

飯
能
市
普
通
財
産
貸
付
事
務
取
扱

飯
能
市
普
通
財
産
貸
付
事
務
取
扱

要
領
」
と
い
う
規
則
が
あ
る
の
に
用

要
領
」
と
い
う
規
則
が
あ
る
の
に
用

要
領
」
と
い
う
規
則
が
あ
る
の
に
用

い
な
か
っ
た
理
由
は
。

い
な
か
っ
た
理
由
は
。

い
な
か
っ
た
理
由
は
。

逆
算
的
に
公
平
な
埼
玉
県
土
地
調
査

価
格
を
元
に
し
た
の
は
適
切
な
方
法
。

公
募
時
点
で
阿
須
山
中
市
有
林
内
に

公
募
時
点
で
阿
須
山
中
市
有
林
内
に

公
募
時
点
で
阿
須
山
中
市
有
林
内
に

民
有
地
が
あ
る

民
有
地
が
あ
る

民
有
地
が
あ
る
。。。
地
権
者
と
売
っ
て

地
権
者
と
売
っ
て

地
権
者
と
売
っ
て

く
れ
る
等
の
調
整
は
つ
い
て
い
た

く
れ
る
等
の
調
整
は
つ
い
て
い
た

く
れ
る
等
の
調
整
は
つ
い
て
い
た
か
。
か
。
か
。

市
側
と
地
権
者
と
公
募
前
の
調
整
は

行
っ
て
い
な
い
。
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一 般 質 問

旧
吾
野
小
学
校
の
利
活
用
の
状
況
は
。

吾
野
・
東
吾
野
地
区
の
地
域
交
通
の

自
動
運
転
車
の
今
後
の
導
入
計
画
は
。

奥
武
蔵
小
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
り
合

い
バ
ス
の
再
開
の
見
込
み
は
。

出
没
の
多
い
吾
野
・
東
吾
野
地
区
で

の
猿
の
鳥
獣
被
害
対
策
は
。

市
民
体
育
館
の
施
設
や
器
具
の
修
繕

や
改
修
の
状
況
は
。

第
３
次
環
境
基
本
計
画
の
生
物
多
様

性
の
保
全
活
動
の
取
り
組
み
は
。

公
共
施
設
な
ど
で
の
除
草
剤
の
種
類

や
使
用
頻
度
や
使
用
量
は
。

生
物
多
様
性
保
全
や
健
康
被
害
の
懸

念
か
ら
も
有
機
的
な
対
策
は
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
ら
ん
ま
ん
」の
モ
デ
ル
牧
野

富
太
郎
は
25
回
も
飯
能
に
植
物
採
集

に
訪
れ
「
ハ
ン
ノ
ウ
ザ
サ
」
を
命
名

す
る
等
ゆ
か
り
が
深
く
市
立
博
物
館

の
写
真
展
も
話
題
だ
っ
た
。
求
め
ら

れ
る
機
能
が
多
様
化
す
る
中
、
体
験

型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
民
間
と
の
協

働
な
ど
複
合
的
な
取
り
組
み
は
。

出
前
講
座
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

未
就
学
児
か
ら
高
校
生
が
博
物
館
事

業
に
触
れ
る
博
学
連
携
の
強
化
は
。

高
次
脳
機
能
障
害
は
脳
の
損
傷
に
よ

り
日
常
や
社
会
生
活
に
支
障
が
出
る

障
害
。
市
が
行
う
支
援
は
。

策
定
中
の
計
画
へ
明
確
な
記
載
は
。

パ
タ
ソ
ン　

ひ
と
み
（
参
政
党
）

旧
吾
野
小
学
校
利
活
用
・
地
域
公
共
交

通
・
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
・
市
民
体
育

館
整
備
・
生
物
多
様
性
・
除
草
剤
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飯能市立博物館きっとす
「牧野富太郎ゆかりの植物たち自然写真展」
きっとす提供

坂
井　

悦
子
（
日
本
維
新
の
会
）

役
割
の
多
様
化
す
る
博
物
館
の
更
な
る

振
興
や
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

高
次
脳
機
能
障
害
の
支
援
に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｎ
Ｈ
Ｎ
Ｈ
Ｋ「Ｋ「Ｋ「
ら
ん
ま

ら
ん
ま

ら
ん
ま
ん
」
ん
」
ん
」の
モ
デ
ル
牧
野

の
モ
デ
ル
牧
野

の
モ
デ
ル
牧
野

富
太
郎

富
太
郎

富
太
郎
ははは
222555
回
も
飯
能
に
植
物
採
集

回
も
飯
能
に
植
物
採
集

回
も
飯
能
に
植
物
採
集

に
訪
れ
「
ハ
ン
ノ
ウ
ザ
サ
」
を
命
名

に
訪
れ
「
ハ
ン
ノ
ウ
ザ
サ
」
を
命
名

に
訪
れ
「
ハ
ン
ノ
ウ
ザ
サ
」
を
命
名

す
る
等
ゆ
か
り
が
深
く
市
立
博
物
館

す
る
等
ゆ
か
り
が
深
く
市
立
博
物
館

す
る
等
ゆ
か
り
が
深
く
市
立
博
物
館

の
写
真
展
も
話
題
だ
っ
た
。
求
め
ら

の
写
真
展
も
話
題
だ
っ
た
。
求
め
ら

の
写
真
展
も
話
題
だ
っ
た
。
求
め
ら

れ
る
機
能
が
多
様
化
す
る
中
、
体
験

れ
る
機
能
が
多
様
化
す
る
中
、
体
験

れ
る
機
能
が
多
様
化
す
る
中
、
体
験

型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
民
間
と
の
協

型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
民
間
と
の
協

型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
民
間
と
の
協

働
な
ど
複
合
的
な
取
り
組
み
は
。

働
な
ど
複
合
的
な
取
り
組
み
は
。

働
な
ど
複
合
的
な
取
り
組
み
は
。

小
学
生
の
見
学
・
社
会
科
研
究
展
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
開
始
。
奥
む
さ

し
飯
能
観
光
協
会
と
連
携
し
た
大
河

ド
ラ
マ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、
飯

能
河
原
・
天
覧
山
周
辺
の
自
然
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
的
機
能
も
あ
り
、地
域

文
化
発
信
、活
性
化
に
貢
献
す
る
。

出
前
講
座
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

出
前
講
座
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

出
前
講
座
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

未
就
学
児
か
ら
高
校
生
が
博
物
館
事

未
就
学
児
か
ら
高
校
生
が
博
物
館
事

未
就
学
児
か
ら
高
校
生
が
博
物
館
事

業
に
触
れ
る
博
学
連
携
の
強
化
は
。

業
に
触
れ
る
博
学
連
携
の
強
化
は
。

業
に
触
れ
る
博
学
連
携
の
強
化
は
。

博
物
館
職
員
が
学
校
で
授
業
を
行
う

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
力
を
入
れ
、

児
童
生
徒
が
足
を
運
び
た
く
な
る
展

示
や
事
業
を
展
開
す
る
。

高
次
脳
機
能
障
害
は
脳
の
損
傷
に
よ

高
次
脳
機
能
障
害
は
脳
の
損
傷
に
よ

高
次
脳
機
能
障
害
は
脳
の
損
傷
に
よ

り
日
常
や
社
会
生
活
に
支
障
が
出
る

り
日
常
や
社
会
生
活
に
支
障
が
出
る

り
日
常
や
社
会
生
活
に
支
障
が
出
る

障
害
。
市
が
行
う
支
援
は
。

障
害
。
市
が
行
う
支
援
は
。

障
害
。
市
が
行
う
支
援
は
。

言
語
療
法
士
の
グ
ル
ー
プ
訓
練
、
保

健
福
祉
士
の
専
門
的
相
談
等
を
実

施
。
第
３
次
飯
能
市
障
害
者
計
画
に

「
高
次
脳
機
能
障
害
者
の
就
労
支
援

の
充
実
」を
位
置
づ
け
て
い
る
。

策
定
中
の
計
画
へ
明
確
な
記
載
は
。

策
定
中
の
計
画
へ
明
確
な
記
載
は
。

策
定
中
の
計
画
へ
明
確
な
記
載
は
。

障
害
福
祉
計
画
に
よ
り
明
確
に
位
置

づ
け
を
図
る
。
福
祉
教
育
を
進
め
、

脳

塞
後
の
方
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
高
次
脳
機
能
障
害
の
支
援
を
見

込
む
等
、
地
域
全
体
で
支
え
る
為
、

地
域
福
祉
計
画
と
の
整
合
性
を
図
る
。

旧
吾
野
小
学
校
の
利
活
用
の
状
況

旧
吾
野
小
学
校
の
利
活
用
の
状
況

旧
吾
野
小
学
校
の
利
活
用
の
状
況
は
。
は
。
は
。

施
設
維
持
費
の
情
報
も
含
め
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
検
討
し
て
い
く
。

吾
野
吾
野
吾
野
・・・
東
吾
野
地
区
の
地
域
交
通
の

東
吾
野
地
区
の
地
域
交
通
の

東
吾
野
地
区
の
地
域
交
通
の

自
動
運
転
車
の
今
後
の
導
入
計
画

自
動
運
転
車
の
今
後
の
導
入
計
画

自
動
運
転
車
の
今
後
の
導
入
計
画
は
。
は
。
は
。

自
動
運
転
の
た
め
の
環
境
整
備
な
ど

の
課
題
が
あ
り
、
実
用
化
は
当
面
の

間
は
難
し
い
。

奥
武
蔵
小
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
り
合

奥
武
蔵
小
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
り
合

奥
武
蔵
小
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
り
合

い
バ
ス
の
再
開
の
見
込
み
は
。

い
バ
ス
の
再
開
の
見
込
み
は
。

い
バ
ス
の
再
開
の
見
込
み
は
。

再
開
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
、
教
育

委
員
会
と
検
討
し
て
い
く
。

出
没
の
多
い
吾
野
・
東
吾
野
地
区
で

出
没
の
多
い
吾
野
・
東
吾
野
地
区
で

出
没
の
多
い
吾
野
・
東
吾
野
地
区
で

の
猿
の
鳥
獣
被
害
対
策
は
。

の
猿
の
鳥
獣
被
害
対
策
は
。

の
猿
の
鳥
獣
被
害
対
策
は
。

今
年
度
中
に
大
型
わ
な
を
設
置
し
対

応
し
て
い
く
。

市
民
体
育
館
の
施
設
や
器
具
の
修
繕

市
民
体
育
館
の
施
設
や
器
具
の
修
繕

市
民
体
育
館
の
施
設
や
器
具
の
修
繕

や
改
修
の
状
況
は
。

や
改
修
の
状
況
は
。

や
改
修
の
状
況
は
。

床
の
凹
み
は
今
年
度
中
に
対
応
す
る
。

雨
漏
り
は
確
認
中
、
器
具
の
不
具
合

な
ど
は
お
気
づ
き
の
都
度
、
窓
口
へ

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

第
３
次
環
境
基
本
計
画
の
生
物
多
様

第
３
次
環
境
基
本
計
画
の
生
物
多
様

第
３
次
環
境
基
本
計
画
の
生
物
多
様

性
の
保
全
活
動
の
取
り
組
み
は
。

性
の
保
全
活
動
の
取
り
組
み
は
。

性
の
保
全
活
動
の
取
り
組
み
は
。

天
覧
山
・
多
峯
主
山
及
び
吾
妻
峡
周

辺
の
生
態
系
の
調
査
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

公
共
施
設
な
ど
で
の
除
草
剤
の
種
類

公
共
施
設
な
ど
で
の
除
草
剤
の
種
類

公
共
施
設
な
ど
で
の
除
草
剤
の
種
類

や
使
用
頻
度
や
使
用
量
は
。

や
使
用
頻
度
や
使
用
量
は
。

や
使
用
頻
度
や
使
用
量
は
。

使
用
量
が
少
な
い
た
め
明
記
し
た
資

料
は
な
い
。

生
物
多
様
性
保
全
や
健
康
被
害
の
懸

生
物
多
様
性
保
全
や
健
康
被
害
の
懸

生
物
多
様
性
保
全
や
健
康
被
害
の
懸

念
か
ら
も
有
機
的
な
対
策
は
。

念
か
ら
も
有
機
的
な
対
策
は
。

念
か
ら
も
有
機
的
な
対
策
は
。

最
小
限
の
範
囲
で
適
切
な
使
用
に
務

め
安
全
性
を
確
保
し
て
い
く
。
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一 般 質 問

現
在
、
飯
能
市
に
給
水
さ
れ
て
い
る
県

水
は
荒
川
下
流
か
ら
取
水
し
、
さ
い
た

ま
市
の
大
久
保
浄
水
場
か
ら
送
水
さ

れ
て
い
る
。
大
久
保
浄
水
場
の
水
が

高
度
浄
水
処
理
さ
れ
令
和
11
年
度
か

ら
飯
能
に
給
水
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

高
度
浄
水
処
理
し
た
水
道
水（
表
で

は
朝
霞
浄
水
場
）は
飯
能
の
水
よ
り
良

質
な
の
か
を
専
門
家
で
あ
る
元
大
学

教
授
の
肘
岡
義
人
氏
に
分
析
を
依
頼

し
た
。
結
果
、
高
度
浄
水
処
理
で
は

塩
素
消
毒
の
際
生
成
す
る
発
ガ
ン
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
総
ト
リ
ハ
ロ
メ

タ
ン
は
大
幅
に
減
少
す
る
が
、
他
の
物

質
は
現
在
の
県
水
と
同
程
度
で
あ
る
。

も
と
も
と
の
原
水
の
汚
れ
ま
で
は
取

り
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
水
源
の
水
・
小
岩
井
浄
水
場
の

水
が
水
質
も
味
覚
も
一
番
良
質
で
あ

る
こ
と
が
科
学
的
な
分
析
に
よ
っ
て

判
明
し
た
。
令
和
６
年
度
で
水
利
権

の
更
新
時
期
を
迎
え
る
本
郷
浄
水
場

を
始
め
他
の
浄
水
場
の
水
利
権
の
更

新
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

本文（例）署名簿（例） 

･･･市民の声を市政に･･･
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金
子　

敏
江
（
日
本
共
産
党
）

水
質
比
較
に
お
け
る
飯
能
・
小
岩
井
水

は
「
県
水
・
高
度
浄
水
処
理
水
」
よ
り

も
良
質
で
あ
る

出典：肘岡元大学教授作成

現
在
現
在
現
在
、、、
飯
能
市
に
給
水
さ
れ
て
い
る
県

飯
能
市
に
給
水
さ
れ
て
い
る
県

飯
能
市
に
給
水
さ
れ
て
い
る
県

水
は
荒
川
下
流
か
ら
取
水
し

水
は
荒
川
下
流
か
ら
取
水
し

水
は
荒
川
下
流
か
ら
取
水
し
、、、
さ
い
た

さ
い
た

さ
い
た

ま
市
の

ま
市
の

ま
市
の
大
久
保
浄
水
場
か
ら
送
水
さ

大
久
保
浄
水
場
か
ら
送
水
さ

大
久
保
浄
水
場
か
ら
送
水
さ

れ
て
い
る
。
大
久
保
浄
水
場
の
水
が

れ
て
い
る
。
大
久
保
浄
水
場
の
水
が

れ
て
い
る
。
大
久
保
浄
水
場
の
水
が

高
度
浄
水
処
理
さ
れ
令

高
度
浄
水
処
理
さ
れ
令

高
度
浄
水
処
理
さ
れ
令
和和和
111111
年
度
か

年
度
か

年
度
か

ら
飯
能
に
給
水
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

ら
飯
能
に
給
水
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

ら
飯
能
に
給
水
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

高
度
浄
水
処
理
し
た
水
道

高
度
浄
水
処
理
し
た
水
道

高
度
浄
水
処
理
し
た
水
道
水（水（水（
表
で
表
で
表
で

は
朝
霞
浄
水

は
朝
霞
浄
水

は
朝
霞
浄
水
場
）
場
）
場
）は
飯
能
の
水
よ
り
良

は
飯
能
の
水
よ
り
良

は
飯
能
の
水
よ
り
良

質
な
の
か
を
専
門
家
で
あ
る
元
大

質
な
の
か
を
専
門
家
で
あ
る
元
大

質
な
の
か
を
専
門
家
で
あ
る
元
大
学学学

教
授
の
肘
岡
義
人
氏
に
分
析
を
依
頼

教
授
の
肘
岡
義
人
氏
に
分
析
を
依
頼

教
授
の
肘
岡
義
人
氏
に
分
析
を
依
頼

し
た
。
結
果
、
高
度
浄
水
処
理
で
は

し
た
。
結
果
、
高
度
浄
水
処
理
で
は

し
た
。
結
果
、
高
度
浄
水
処
理
で
は

塩
素
消
毒
の
際
生
成
す
る
発
ガ
ン
性

塩
素
消
毒
の
際
生
成
す
る
発
ガ
ン
性

塩
素
消
毒
の
際
生
成
す
る
発
ガ
ン
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
総

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
総

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
総
ト
リ
ハ
ロ
メ

ト
リ
ハ
ロ
メ

ト
リ
ハ
ロ
メ

タ
ン
は
大
幅
に
減
少
す
る
が

タ
ン
は
大
幅
に
減
少
す
る
が

タ
ン
は
大
幅
に
減
少
す
る
が
、、、
他
の
他
の
他
の
物物物

質
は
現
在
の
県
水
と
同
程
度
で
あ

質
は
現
在
の
県
水
と
同
程
度
で
あ

質
は
現
在
の
県
水
と
同
程
度
で
あ
るるる
。。。

も
と
も
と
の
原
水
の
汚
れ
ま

も
と
も
と
の
原
水
の
汚
れ
ま

も
と
も
と
の
原
水
の
汚
れ
ま
で
は
取

で
は
取

で
は
取

り
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

り
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

り
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

たたた
。。。
水
源
の
水

水
源
の
水

水
源
の
水
・・・
小
岩
井
浄
水
場
の

小
岩
井
浄
水
場
の

小
岩
井
浄
水
場
の

水
が
水
質
も
味
覚
も
一
番
良
質
で
あ

水
が
水
質
も
味
覚
も
一
番
良
質
で
あ

水
が
水
質
も
味
覚
も
一
番
良
質
で
あ

る
こ
と
が
科
学
的
な
分
析
に
よ
っ
て

る
こ
と
が
科
学
的
な
分
析
に
よ
っ
て

る
こ
と
が
科
学
的
な
分
析
に
よ
っ
て

判
明
し
た
。
令
和
６
年
度
で
水
利
権

判
明
し
た
。
令
和
６
年
度
で
水
利
権

判
明
し
た
。
令
和
６
年
度
で
水
利
権

の
更
新
時
期
を
迎
え
る
本
郷
浄
水
場

の
更
新
時
期
を
迎
え
る
本
郷
浄
水
場

の
更
新
時
期
を
迎
え
る
本
郷
浄
水
場

を
始
め
他
の
浄
水
場
の
水
利
権
の
更

を
始
め
他
の
浄
水
場
の
水
利
権
の
更

を
始
め
他
の
浄
水
場
の
水
利
権
の
更

新
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た

新
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た

新
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。
い
。
い
。

本
市
の
水
利
権
は
、上
水
道
に
お
い

て
は
入
間
川
の
小
岩
井
浄
水
場
及
び

本
郷
浄
水
場
、長
沢
川
の
両
吾
野
浄

水
場
、北
川
の
上
吾
野
浄
水
場
に
お

い
て
水
利
権
を
取
得
し
て
い
る
。許

可
期
限
は
11
年
で
、令
和
７
年
３
月

末
日
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
浄
水
場
の

水
利
権
は
、水
需
要
の
動
向
も
踏
ま

え
令
和
６
年
度
中
に
国
や
県
等
の
関

係
機
関
と
協
議
を
進
め
、水
利
権
の

更
新
に
向
け
て
許
可
申
請
し
、更
新

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請
願
ま
た
は
陳
情
と

い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
紹
介
議
員
（
２
名
ま
た
は
３
名
）
が
必
要
で
、

議
会
の
審
査
対
象
と
な
り
、
担
当
の
常
任
委
員
会
で
慎
重

に
審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
採
決
を
行
い
ま
す
。

　

陳
情
は
、
紹
介
議
員
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原
則
と

し
て
議
会
の
審
査
対
象
に
は
な
ら
ず
、
議
場
に
陳
情
の
写

し
を
配
付
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
・
氏
名
・
内
容
等
が
市
議
会
だ
よ
り
等
で

公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
提
出
先　

飯
能
市
議
会
事
務
局
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または
　記名押印）をお願いします。
※提出先：飯能市議会事務局（市役所本庁舎４階）

請願・陳情の提出方法について

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

令和 年 月 日 
　住 所 
　氏 名       　　　　　　　  ㊞

外○名 

紹介議員   　  ◇◇◇◇ 
　同     　　　▽▽▽▽ 
　同    　　　 □□□□ 
飯能市議会議長 ○○○○様 

住 所　　  氏 名 印  
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一 般 質 問

　

静
岡
県　

袋
井
市
（
７
月
24
日
）

　

議
会
改
革
に
つ
い
て

　

静
岡
県　

焼
津
市
（
７
月
25
日
）

　

議
会
改
革
に
つ
い
て

　

長
野
県　

千
曲
市
（
８
月
２
日
）

　

市
議
会
だ
よ
り
及
び
意
見
交
換
会
に

つ
い
て

　

長
野
県　

茅
野
市
（
８
月
３
日
）

　

市
議
会
だ
よ
り
及
び
意
見
交
換
会
に

つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

●もっとはんのう市議会　令和5（2023）年11月１日　No.169　14

き
く
掲
載
す
る
等
の
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
た
。

　

意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

度
ま
で
は
議
員
全
員
が
出
席
す
る
会
と
し

て
年
１
〜
２
回
開
催
し
て
い
た
が
、
令
和

４
年
度
か
ら
は
委
員
会
ご
と
の
開
催
と
し

て
い
る
。「
真
相
深
入
り
！
市
議
と
ト
ー

ク
」と
し
て
委
員
会
ご
と
に
具
体
的
な

テ
ー
マ
を
決
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加

も
可
能
と
す
る
な
ど
参
加
者
を
増
や
す
取

組
を
し
て
い
た
。
市
民
が
よ
り
参
加
し
や

す
く
話
し
や
す
い
場
に
す
る
な
ど
距
離
を

縮
め
る
工
夫
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後

の
参
考
と
な
る
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

　

千
曲
市
の
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
フ
ル
カ

ラ
ー
で
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
、
分
か
り
や

す
い
言
い
回
し
、
専
門
用
語
の
注
釈
を
付

け
る
な
ど
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
工
夫
を

さ
れ
て
お
り
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
取
組
に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の

正
副
委
員
長
に
よ
る
運
営
チ
ー
ム
を
組
織

し
、
小
学
校
区
ま
た
は
中
学
校
区
ご
と
に

実
施
し
て
い
る
。
参
加
者
を
増
や
す
た
め

開
催
日
、
開
催
内
容
、
周
知
方
法
な
ど
の

工
夫
や
課
題
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、
市
民

と
の
対
話
の
機
会
を
考
え
る
参
考
と
し
て

有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

　

茅
野
市
の
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、

部
会
長
中
心
に
広
報
委
員
会
で
作
成
、
最

終
的
な
レ
イ
ア
ウ
ト
は
業
者
へ
委
託
し
て

い
る
。
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
放
送
し
て
い
る
た
め
通
告
一

覧
の
み
と
し
、
常
任
委
員
会
の
記
事
を
大

動
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
積
極
的
に
市

政
に
関
与
す
る
議
会
へ
の
転
換
を
目
指
し
、

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
政
策
提
言
を
取

り
ま
と
め
、
市
へ
提
出
す
る
取
り
組
み
を

開
始
し
た
。
具
体
的
に
は
、
市
民
に
直
結

す
る
課
題
や
問
題
を
洗
い
出
し
、
テ
ー
マ

を
決
め
て
調
査
を
行
い
、
調
査
の
途
中
で

必
要
に
応
じ
中
間
報
告
を
行
い
、
最
終
報

告
書
を
政
策
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

市
の
執
行
部
へ
提
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

飯
能
市
議
会
に
お
い
て
も
、
議
会
議
員

の
政
策
立
案
能
力
の
強
化
及
び
政
策
提
言

を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
所

管
事
務
調
査
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、

大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

　

袋
井
市
議
会
で
は
、
袋
井
市
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
く
「
常
任
委
員
会
活
動
の
よ

り
一
層
の
充
実
強
化
」
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
、
各
常
任
委
員
会
に
お
け
る
所

管
事
務
調
査
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。
関
係

団
体
と
の
意
見
交
換
な
ど
、
市
民
や
民
間

か
ら
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、

所
管
事
務
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
各
常
任

委
員
会
の
政
策
提
言
書
で
は
、
各
テ
ー
マ

に
関
す
る
課
題
を
的
確
か
つ
具
体
的
に
把

握
し
な
が
ら
、
課
題
に
対
す
る
政
策
提
言

を
着
実
に
行
っ
て
い
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
の
映
像

配
信
に
お
い
て
は
、
録
画
放
送
の
視
聴
だ

け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議

会
中
継
も
行
っ
て
い
る
。
飯
能
市
議
会
に

お
い
て
も
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
議
会
か
ら
の
情
報
発
信
、
情
報
公

開
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
に
対
す
る
説

明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
今
後
の
参
考
と

し
た
い
。

　

焼
津
市
議
会
で
は
、
平
成
25
年
度
に
、

議
案
を
質
疑
し
審
査
す
る
の
み
の
議
会
か

ら
、
議
員
調
査
活
動
及
び
委
員
会
調
査
活

袋井市を視察

千曲市を視察

先進事例の調査視察
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請　

願

陳　

情

市
民
か
ら
市
議
会
へ
提
出
（
９
月
定
例
会
）

市
議
会
か
ら
国
等
へ
提
出
（
９
月
定
例
会
）

りそなキッズマネーアカデミー

市制施行７０周年記念事業「中学生子ども議会」

●15　もっとはんのう市議会　令和5（2023）年11月１日　No.169

提
出
者

飯
能
民
主
商
工
会

代
表
者　

金
子　

良
司　

不
採
択（
多
数
）   

提
出
者

中
村　

公
一

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
を
政
府
に
送
付
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

公
正
公
平
な
行
政
を
堅
持
す
る

た
め
、「
信
教
の
自
由
」を
あ
ら
た

め
て
周
知
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

提
出
者

五
十
嵐　

勉

久
下
六
道
線（
国
道
２
９
９
号
）

の
計
画
幅
員
16
ｍ
を
道
路
幅
員

12
ｍ
以
下
に
縮
小
を
求
め
る
陳
情

提
出
者

五
十
嵐　

勉

議
員
報
酬
の
引
き
上
げ
の
改
定

を
求
め
る
陳
情

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法（
硬
膜

外
自
家
血
注
入
療
法
）に
対
す

る
適
正
な
診
療
上
の
評
価
等
を

求
め
る
意
見
書

脱
炭
素
と
自
然
再
興
に
貢
献
す

る
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
循
環
型
経
済
）の
推
進
を
求
め

る
意
見
書

提
出
者

飯
能
民
主
商
工
会

代
表
者　

金
子　

良
司 

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合

飯
能
日
高
支
部

支
部
長　

柳
戸　

浩
幸

不
採
択（
多
数
）   

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
の
一
体

化
に
よ
る
健
康
保
険
証
を
廃
止
し

な
い
よ
う
国
に
求
め
る
請
願
書

　８月23日（水）に市制施行70周年記念事業の一
つとして、中学生子ども議会が開催されました。
　議員役、職員役の中学生による提案理由説明、
議案に対する質疑、採決などの議事進行の様子
は、まさに市議会さながらであり、緊張感漂う
中、時には冷静に、時には熱く議論が交わされ
るなど中学生のレベルの高さがうかがえました。
　参加された中学生の中で、将来この議場に何
人立たれることになるのか、とても楽しみです。

　８月４日（金）に開催された、りそなキッズマ
ネーアカデミーでは、飯能市議会議場の見学、市
議会事務局職員による議場内の説明、その後に
市長、議長からそれぞれ市役所や市議会の役割
についてお話いただきました。子どもたちから、
市長と議長に忌憚のない活発な質問が多くあり
ました。
　また、休憩時間には、議長席にも座ることがで
き、子どもたちにとって貴重な体験となりました。
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  P2　令和４年度一般会計・特別会計・公営企業会計を認定
  P7　12人の議員が一般質問

議  

令
和
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2023）年

　
　
11月

１
日
号
 No.169

《
発
行
》
飯
能
市
議
会
　
　
 　
   ☎

042－973－2686　
《
編
集
》
市
議
会
広
報
委
員
会
　
飯
能
市
大
字
双
柳
１
－１

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！

Ｍ

編集後記 

 

 

 

 

一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 
分野ごとに委員会があって、
それぞれの分野に関係した
議案や請願などを

詳しく審査しているよ！

 

議会を調べよう！

次回の12月定例会は

12月１日開会予定
会期日程等は11月28日頃内定します。

委員会は何をする
ところなの？

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）　11/16～11/21、12/2～12/5、12/16～12/20、12/28～12/31
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

表紙の風景

も
っ
と
 は
ん
の
う
市

会
議

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
UD
）の
考
え
に
基
づ
い
た
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

●●●●●●●●●夢馬と議会を学ぼう

　涼やかな風が心地よい季節となりました。みなさまの
地域でも秋まつりや、運動会、文化祭など、行事が目白押
しのことと思います。しばらく振りにイベントを再開さ
れる方、また参加される方も多いのではないでしょうか。
地域住民全体で盛り上げる企画には、それぞれに特徴が
あり、とても興味深いものがあります。行った先々に
は、朝から一日中滞在していても居心地がよい時間が流
れています。でもそう長くはいられないこともあり、後
ろ髪を引かれつつ、後にすることもしばしば。
　まちなかと山間地域の両方を楽しむことができるの
も、飯能のよいところと思います。この秋も日常の慌た
だしさから解放される居場所を求めて出かけてみたいと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　（長谷川）

広報委員　委員長　パタソンひとみ　副委員長　栗原　義幸
　　　　　委　員　長谷川順子　関田　直子
　　　　　　　　　滝沢　　修　野田　直人

　地域子育て支援拠点いるかひろば。西
川材の木のぬくもりを感じる室内で思い
っきり遊ぶこどもたち。その様子を見守
るママと親子に寄り添うスタッフのみな
さん。ほっとするやさしい時間に心が癒
されます。　　　　　　　　　  （長谷川）


